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南浦地区まちづくり懇談会（概要） 

 
日  時 平成２２年９月２４日（金） １９時００分～２０時３０分 
会  場 安井地区漁村センター 

参 加 者  ７４人 

内  容 

１ 南浦地区区長会会長から地区の課題等について説明・提言 
【佐藤会長】 
 ①県道２１２号浦城東海線の一日も早い全線整備をお願いしたい。 
 ②浦城町、須美江町、熊野江町間の旧国道は道路整備がなされておらず、ごみ

の不法投棄が多くなっている。道路整備をお願いしたい。 
 ③島野浦町のまちづくり懇談会でも要望したが、日井の浜までの道路整備をあ

らためて要望したい。 
《市長》 
 ①県道２１２号については、急カーブとなっているマリーナまでの２箇所につ

いて測量、設計を実施している。全線を改良することは困難なので、危険な

箇所など要所要所について計画的に整備することになるが、１．５車線的道

路整備を県に要望していきたい。 
 ②旧国道は、自動車が通行せず、不法投棄が増えている。これは、市内全域の

問題であり、即効薬はないが、パトロールの強化や看板の設置など啓発を強

化していきたい。 
 ③島浦町の要望である軽自動車が通行できる日井の浜までの道路整備につい

ては、少なくとも 10 億円以上の予算は必要で、市単独での整備は困難と考

えている。歩きやすい道を作るという発想も必要であると考えている。 
 
２ 意見交換 
【意見】 
 熊野江海水浴場沿いの市道に夜間駐車している車があり、散歩している住民か

ら防犯上の不安が出されている。防犯灯の設置をお願いしたい、 
《市長》 
 全ての要望を実現できるとは限らないが、様々な要望の中で、優先度を見極め

ながら対処していきたい。 
【意見】 

①須美江町に高速道路のハーフインターが整備されるが、それに伴いアクセス

道路の交通量が増加する。交差点への信号機設置をお願いしたい。 
 ②須美江海水浴場の民宿裏の駐車場の中央に開渠の用水路があり、駐車場の使

用に障害が出ている。蓋をするなど整備をお願いしたい。 
《市長》 

①高速道路整備に伴うものなので交通量の調査も当然に行われる。信号機の設

置は重要であるとして、要望を行っていく。 
 ②当該駐車場の活用度が高いのであれば、実態を把握して、安全に使用してい

ただくようにしたい。 
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【意見】 
国の緊急雇用制度で、延岡湾栽培漁業協会に職員を２人雇用していただいてい

るが、制度終了後も、１、２年雇用延長をお願いしたい。また、脱皮イセエビの

増産を図りたいが、延岡湾栽培漁業協会の施設だけでは足りず、市の既存施設の

活用をお願いしたい。 
《市長》 
 漁獲量の減少が続いているなかで、新しい取組に対しては支援をしていきた

い。23年度の部局長マニフェストに関して農林水産部長と議論を行ったが、儲か

る水産業という方向性では一致している。一次産業の皆さんの新たな取組に関し

ては、自前では足りない部分に対して、市としてもきめ細やかな対応をしていき

たい。一緒に頑張っていきたい。 

【意見】 

安井から追内までの市道は狭隘で、また、側溝があり離合が困難である。整備

をお願いしたい。 

《市長》 

 合併して市道の総延長が約1400ｋｍとなった。全体のなかで、安全性など優先

度を決めながら整備していきたい。 

【意見】 

有害獣の被害で、耕作意欲がなくなり、放作農地が増加している。防護ネット

では対応しきれない。有害獣対策をお願いしたい。 

《市長》 

 有害獣対策は日本全体の問題でもあり、色々な取組がなされているが決定的な

手段がないのが現状である。農林水産部長とも議論したが、結果として、銃によ

る駆除が一番だと思う。地域の皆さんは、鹿などの餌となるものを放置しないよ

う努力していただきたい。 

 
 


